
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Golden Gate Bridge 

(ゴールデン・ゲート・ブリッジ) 

 

 

2024年 9月 4日(水)～9月 12日(木)  

Circle Oak Rehabilitation  

（サークルオークリハビリテーション） 

 The Marine Mammal Center(海洋哺乳類センター) 

 

参加申し込みは、Formsで受け付けます 

右図のQRからアクセスしてください 

【申し込み期間】 

5月 10日(金)8:30～5月 30日(木)12：00 

Guide Dogs For the Blind(盲導犬協会) 

 

 

 



 

 

 
１． 海洋哺乳類センター （ The Marine Mammal Center ） 

1975年に創立した、世界最大の非営利海洋哺乳類病院です。カリフォルニア州やハワイ島 
に主な活動拠点を持ち、怪我、病気、遺棄、虐待された海洋哺乳類を救助、リハビリテーション 
を施し、自然に戻すことを目的としています。センターでは最大300頭のアザラシ、アシカ、 
その他の海洋哺乳類を一度に保護することができます。 
これまでに24,000匹以上の海洋哺乳類をケアし、現在もボランティアを含め1,300人を 
超えるスタッフが支援にあたっています。海洋哺乳類をよりよく理解するため、専門家による 
研究・調査や次世代のための公教育プログラム、実践的なトレーニングの提供にも注力して 
います。 

2． サンフランシスコ保護施設（ San Francisco Animal Care & Control ） 
納税者からの資金提供により運営されている動物保護施設です。1989年の創立以来、 

怪我、病気、遺棄、ネグレクト、虐待を受けて支援を必要とするあらゆる動物に対し、緊急 

シェルターでの保護や医療的なケアを行ってきました。また、動物虐待の調査や里親との 

マッチング、野生復帰、地域社会に対する人道教育といったサービスも提供するなど、 

幅広い活動を行っています。 
 
3. 盲導犬協会 （ Guide Dogs for the Blind ） 

北米最大の盲導犬学校として、1942年の創立以来、米国とカナダから 
16,000以上の盲導犬チームが卒業し、現在も約2,000の盲導犬チームが 
活動しています。民間の寄付によって支えられている非営利組織で、世界規模 
のクライアント、インストラクター、子犬の飼育者、ドナー、ボランティアといった 
強力なネットワークを持ち、高度な資格を持つ盲導犬の育成・サポートを始め、 
獣医ケアのための財政支援、青少年プログラム等を無償で提供しています。 
 
 
 

4． サークルオークリハビリテーション （ Circle Oak Rehabilitation ） 
   犬と馬のリハビリテーションを実施している施設。アクアティックセラピーや 

スポーツ障害リハビリテーション、疼痛管理、レーザー治療、フィットネスなど 
馬と犬に特化したリハビリテーションを実施しています。 

 
 
5． フットヒル カレッジ （ Foothill College ） 

1957年に創立し、全米でトップクラスのカレッジのひとつとして、高い評価を得ています。 

100を超える専攻や編入コースが設置されており、なかでも獣医技術と獣医支援の分野に 

おいては、米国獣医師会委員会の認定を受けた質の高い、実践的なプログラムが提供されて 

います。フットヒルカレッジが位置するサンフランシスコのベイエリアでは、登録獣医技術者 

(RVT)のニーズが高く、卒業生は動物診療をはじめ、専門診療所、臨床検査室、教育、政府 

機関、研究所、製薬および生物医学産業等、多くの分野で活躍しています。 
 
6． ミッド・ペニンシュラ動物病院 （ Mid-Peninsula Animal Hospital ） 

コンプリートケア動物病院として、50年以上にわたり、地域のペットコミュ 
ニティに対する支援を続けています。最先端の内科、外科、歯科、皮膚科、生
殖相談、ホリスティックケア療法に加え、ペットロスへのケア、救急サービス、
ペットタクシー、宿泊など、ペットの健康保持のために包括的な医療サービス
を提供しています。 
２００5年には病院を拡張して、動物のリハビリテーションセンターを設立し、
ニーズに沿ったサポート体制の向上に努めています。 

 

７． サンフランシスコ動物園 （ San Francisco Zoo ） 
1929年に開園。現在のコンセプトは「人と自然界を繋げる・自然をどうケアしていくかを 

感じてもらう」という保護志向の動物園として広大な囲いの中にさまざまな地球規模の 

生態系を再現しており、250以上の種からなる 1,000頭以上の動物が暮らしています。 

  今回、普段聞く事の出来ない園のキーパーや動物病院スタッフによる講義を予定しています。 

 

※セミナー内容や訪問先に変更が出る場合があります 

※セミナー費用：合計11万円  内訳→１・2（3万円） 、 3・4（3万円） 、 5・6（3万5千円） 、 ７（1万5千円） 

9/5(木) 

9/6(金) 

9/8(日) 

9/9(月) 



 

                   日 程 表               8泊9日 
日 

次 
月日(曜) 都  市  名  

発 

着 

交 通 

機 関 

現 地 

時 間 

 日     程  

(宿泊地) 

１ ２０２４年 

９月４日（水） 

 

東京（羽田） 

 

発 

 

JL-002 

 

１６：２５ 

 午後 羽田空港第３ターミナル 集合 

日本航空にてサンフランシスコヘ 

(所要約9時間40分、時差－16) 

 

～～～～～～～～～～～～～～～国 際 日 付 変 更 線～～～～～～～～～～～～～～～ 

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ 着 

 

 

専用ﾊﾞｽ 

１０：０５ 到着後、入国手続き 

午後 サンフランシスコ市内の見学 

（ツインピークス、ゴールデンゲートブリッジなど、ピア３９にて各自昼食） 

                  (ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ) 

２ ５日(木)   専用ﾊﾞｽ 午前 

 

 

午後 

１．The Marine Mammal Center （海洋哺乳類センター）にて研修 

（傷ついたアシカ等の海洋哺乳動物を保護し、海に返すプログラムを行って 

 います。夏は 100頭以上いますが、9月頃は 35～40頭になります。） 

２．動物保護施設 「 San Francisco Animal Care & Control 」 にて研修 

（約2,00頭くらいの動物を保護し、里親を募集している施設です） 

 (ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ) 

３ ６日(金)   専用ﾊﾞｽ 午前 

午後 

 

 

３．盲導犬協会にて研修 

（盲導犬の訓練施設の見学） 

４．Circle Oak Rehabilitation（サークルオークリハビリテーション）にて研修 

（傷ついた動物のリハビリ施設の見学） 

 (ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ) 

４ ７日（土）   専用ﾊﾞｽ 終日 ◎オプショナルツアー 

シックスフラッグス・ディスカバリー・キングダムにて自主研修 

（絶叫系マシンのある遊園地と動物園が融合した施設です。） 

 (ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ) 

５ ８日（日）   専用ﾊﾞｽ 午前 

 

午後 

５．Foothill College（フットヒルカレッジ）にて研修 

（アメリカ人の獣医師もしくは動物看護士によるセミナー） 

６．Mid-Peninsula Animal Hospital（ミッドペニンシュラ動物病院）にて研修 

（アメリカの動物病院の見学） 

 (ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ) 

６ ９日(月）   専用ﾊﾞｽ 終日 ７．サンフランシスコ動物園にて研修 

午前： 会議室にて飼育員が小動物を連れての講義及び 

動物病院スタッフからのセミナー 

 午後： 園内フリータイム （園内には約2,000頭の動物がいます。） 

(ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ) 

７ １０日（火）   専用ﾊﾞｽ 終日 

 

 

市内自由行動 

夕刻、空港そばのホテルへ移動 

ホテルバンケットルームにて「思い出ディナー」       (ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ空港周辺) 

８ １１日（水）  

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ 

 

発 

専用ﾊﾞｽ 

JL-001 

 

１２：２０ 

午前 専用バスにてサンフランシスコ空港へ  

日本航空にて帰国の途へ 

 (所要約10時間50分、時差＋16) 

 （機内泊） 

～～～～～～～～～～～～～～～国 際 日 付 変 更 線～～～～～～～～～～～～～～～ 
９ 

 

１２日(木) 

 

東京（羽田） 

 

着 

  

１５：１０ 

 

到着後、税関検査後、解散 

 

※ 交通機関並びに時刻・訪問先は変更になることがあります。 
宿泊ホテル：Day１～Day6 Hilton Garden Inn Oakland Baybridge 
          Day7        Best Western Plus Grosvenor Airport 



 
 
１．研 修 期 間：２０２４年 ９月４日（水）～ ９月１２日（木） ９日間 

２．募 集 人 員：９７名  ※ 申込みが４０名以下の場合は実施されないこともあります 

３．研 修 費 用（旅行代金）： ７６３，０００ 円 

＜研修費用に含まれるもの＞                   ＜研修費用に含まれないもの＞ 

◇航空運賃：日程に記載した団体旅行中の航空運賃（エコノミークラス）   ◇渡航手続費用：パスポートの申請、受領は各自で行って 

◇バス代：日程に記載した団体旅行中の専用バス代              頂きます（旅券新規申請の場合の取得時必要な印紙代  

◇ホテル宿泊費：2名もしくは3名で1部屋利用               有効期限5年：11,000円、10年：16,000円） 

◇食事代：朝食（７回）および、思い出ディナーの費用            ◇米国電子渡航認証（ESTA）申請代行手数料 9,900円 

◇手荷物運搬料金：1人スーツケース1個（3辺の和が203㎝以内で重量    （申請実費US$21を含む）*混乱を避けるため、参加者一括 

23㎏以内のもの）                            申し込みを行ないます。 

◇添乗員費用：全行程同行                        ◇羽田空港施設使用料及び国際観光税（3,950円） 

◇団体行動中の一切のチップ、サービス料及び税金             ◇日程中の外国の空港税等 (約11,650 円)＊発券時の為替 

◇オリジナルスタジアム・ジャンパー代                                レート等により異なります。 

◇記念写真１枚                                   ◇海外旅行保険料（10,520円 傷害死亡3,000万円のセット 

◆特別セミナーの費用（110,000円）                   プラン）*保険内容は後日参加者様へご案内いたします。 

◇燃油特別付加運賃及び航空保険料（参考：70,000円 2024年 

6-7 月設定料金）＊今後の原油価格の変動等があるため、

今後参加者に決定金額をお知らせいたします。 

◇上記の食事代以外の自由時間の昼食および夕食代 

◇オプショナルツアー代（12,000円 催行は30名様以上から） 

          (シックスフラッグス・ディスカバリー・キングダム) 

◇クリーニング、国際電話代、ルームメイドへのチップなど 

個人的諸費用 

◇超過手荷物料金 

◇自宅から羽田までの交通費及び宿泊費 

◇ストライキや天災など不可抗力により生じた費用 

４．申 込 期 間：２０２４年５月１０日（金） ～ ５月３０日（木）（定員になり次第、締め切り） 

５．申 込 方 法：海外研修申込 FORMSにて実施予定。申込後翌日以内に所定の申込用紙に必要事項を記入の上、 

顔写真1枚(4.5cm×3.5cm)を添えて学生課へご提出ください。 

６． 申 込 金 の 納 入：申込書提出後、速やかに申込金６３，０００円を下記の口座へお振込ください。<最終期限５月３０日(木)> 

７．残 金 の納 入：残金７００，０００円とその他諸費用は８月２日(金)迄に下記の口座へお振込みください。 

※その他諸費用は後日発表いたします 

三井住友銀行 神田支店 

店番号：２１９  普通預金口座：２３７５２９３ 

口座名：海外スタディーツアー   

振込人氏名：学生本人の氏名 

８．トラ ベル ロー ン：ご希望者には追ってご案内いたします。 

９．取 消 料：参加申込後の取消につきましては、下記の手数料がかかりますのでご注意ください。 

申込日～5月30日(木)迄の取消：全額返金 

5月31日（金）～8月4日（日）の間の取消：企画料20,000円 

8月5日(月)～9月1日(日)の間の取消：旅行代金の20% 

9月2日(月)～9月4日(水) 集合時間までの取消：旅行代金の50% 

9月4日(水) 集合時間後の取消又は無連絡不参加：旅行代金の100% 

10．その他：天災地変、宿泊機関等のサービスの提供中止等の事由により、研修旅行が中止となる場合があります。また、 

      お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれていない特別な配慮･措置、また、医師の診断書のご提出が

必要になる可能性があります。特別な配慮･措置が必要となる可能性のある方（例: 心身に障害のある方、生死

に関わる持病や治療中の疾病をお持ちの方など）はご相談させて頂きますので、必ずお申し出下さい。 

 

 

 

 

担当旅行社    株式会社 ATI 
          観光庁長官登録旅行業第141号・日本旅行業協会(JATA)正会員、国際航空運送協会公認 

        〒101-0032東京都千代田区神田岩本町 2-4-1 神田岩本町プラザビル 8階 

TEL：03-5829-6396 FAX:03-5829-6397 ホームページ：https://www.ati-jp.com 

総合旅行業務取扱管理者：五十嵐 雅之  担当者：三世・篠・山本 

 

 


